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平成28（2016）年度　海外派遣助成プログラム
申　請　書　＜記入例＞


独立行政法人国際交流基金理事長　殿
1. 申請者概要
(1)　ア．団体申請の場合　＊英語名も必ず記入してください。
	ふりがな　　   ○○○○ぶようだん

	申請団体名    


	(英語名)　　　

	

	法 人 格
	□社団法人　□財団法人　□特定非営利法人　■任意団体　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	設立年月
	　2003年10月1日

	住　　所

	〒　160-0004
東京都新宿四谷４－４－１
	TEL　03-5369-6060

	
	
	FAX　03-5369-6038

	
	
	URL　http://www.jpf.go.jp


代表者　/事業担当責任者　/　経理責任者 
	
	氏名
	役職/生年月日

	代表者
	印　　
又は署名　
	役職　代表
生年月日　　1973年　10月　1日

	事業担当
責任者
	印　　
又は署名　
	役職　同上
生年月日　同上　年　  月　 日　

	経理
責任者
	印　　
又は署名　
	役職　経理担当
生年月日　　1980年　 4月　1日


イ．　個人申請の場合　＊ローマ字氏名も必ず記入してください。
	ふりがな　　
	ふりがな

	申請者氏名（本名）
　　　　
印又は署名
	芸名、ペンネーム等
　　　　
＊芸名の登録　□希望する　□希望しない

	(ローマ字)　　
	

	職　　業
	　　
	生年月日　　　　年　　月　　日

	住　　所

	〒
　　　
	TEL　

	
	
	FAX　

	
	
	URL　


　※芸名を登録された場合は、広報物に本名でなく芸名が掲載されます。
(2)　団体・個人共通
連絡窓口 （日本在住者に限ります）
	ふりがな　　     かいがい　はなこ
	

	事務担当者氏名　　

	

	住　　所

	〒
同上
	TEL　同上

	
	
	FAX　同上

	
	
	E-mail　kikin1234@jpf.go.jp


2.　事業概要
	
事業名

	(日本語)  ○○舞踊団『○○』欧州公演

	
	(英語) 　 ○○　Dance Group“○○”Europe Tour

	ジャンル
	□演劇　　■舞踊　　□音楽　　□伝統芸能・民俗芸能
□日本文化紹介（分野：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	実施形態
	■舞台公演　　□レクチャー　　□デモンストレーション　　■ワークショップ　　

	事業内容
（150～200字程度）
	(例)
欧州４ヶ国（イギリス・ドイツ・イタリア・フランス）でダンス作品を上演する。演目は○年初演の作品『○○』（振付：○○／音楽：○○）。
○○ダンスフェスティバル（公式招へい）に参加するほか、○○大学芸術学部でワークショップを実施する。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

	事業期間
	開始日（日本出発日）
平成２７年　６月　１日
	終了日（日本到着日）
平成２７年　６月　１５日

	事業回数
	国数：　　４か国
	都市数：　　４都市
	会場数：　　６会場
	事業回数：　　７回

	事業計画

	国/都市名
	日付
	会場名/収容人数
	実施内容
	現地受入機関名（主催者）

	
	成田発
イギリス／
ロンドン
ドイツ／
ベルリン
　〃
イタリア／
ローマ
　〃
フランス／
パリ
　〃
パリ発
成田着
	6/1
6/3

6/5

6/6

6/9
未定
6/12

6/13

6/14

6/15
	○○劇場（1200席）
○○ Theatre
○○大学オーディトリアム
○○ University Auditorium
○○文化会館（1000席）
○○ House
○○劇場（800席）
○○ Theatre
調整中
○○文化会館（500席）
○○ Institute
　〃
	事業① 公演
事業②　ワークショップ
事業③　公演
事業④　公演
事業⑤　ワークショップ
事業⑥　公演
事業⑦　公演
	○○ダンスフェスティバル
○○大学芸術学部
○○日独センター
○○プロダクション
○○大学○○学部
○○文化会館
　〃

	団員リスト
	（団長名）　国際　太郎
（団員名及びその役割）
国際　太郎（団長・構成・演出）　　　　　　　□□　□□（舞台監督）
　　○○　○○（舞踊家）　　　　　　　　　　　　■■　■■（制作）
　　○○　○○（舞踊家）　　　　　　　　　　　　
　　○○　○○（舞踊家）
　　○○　○○（舞踊家）
計　7　名


3.　事業内容詳細
(1)　事業の実施に至る経緯
　　
(2)　事業の目的、意義、期待される効果
　　
(3)　事業内容詳細
　　
(4)事業の準備状況
　　（例）イタリア・ローマにおけるワークショップについては詳細を調整中。
それ以外の公演・ワークショップについては現地主催者からの招へい状(別添)記載内容のとおり準備を進めている。
(5)事業終了後の計画、成果公表方法等
　　(例)　○○公演は、上演内容を録画してインターネット上でストリーミングするほか、舞踊団のウェブページ上で一般公開する。
　　　　　また、ツアー中はSNS（facebook）での情報発信を予定している。
(6)事業目的達成の評価基準
　ア）目標数値
　　(例)　集客目標○％、各地で○件以上のメディアに掲載。
1） 第三者評価の方法
(例)　ワークショップ会場でアンケートを実施し、８割以上の回答者より肯定的評価を得る。
　ウ）その他
4.　収支計画
単位(円)
	収入
	支出

	項目
	金額
	内訳・積算根拠
	項目
	金額
	内訳・積算根拠

	国際交流基金に要望する助成金
（A）+（B）
	1,650,000円
	
	国際人員移動費
	航空券代
1,400,000円
	航空券代内訳：
＠250,000円x7名
成田→ロンドン→ベルリン→ローマ→パリ→成田（エコノミークラス・ディスカウント料金）

	(内訳)
国際人員移動費(A)
	航空券代:
1,400,000円
	航空券代内訳：
＠200,000円x7名
成田→ロンドン→ベルリン→ローマ→パリ→成田（エコノミークラス・ディスカウント料金）
	
	
	

	貨物輸送費（B）
	航空貨物輸送費：200,000円
超過手荷物料金：50,000円
	
	貨物輸送費
	航空貨物輸送費：200,000円
超過手荷物料金：50,000円
	

	他の機関からの助成金（機関名及び決定状況を明記）
	文化庁(申請中、3月下旬採否決定／内訳：渡航費、滞在費、スタッフ謝金、広報宣伝費)
申請額
2,160,000円
	
	宿泊費/滞在費
	宿泊費：0円（受入側現物供与）
車両借上費：
140,000円
	車両借上費内訳：
＠70,000円x2回
（ロンドンとパリのみ、その他の2都市は受入側現物供与）

	寄付・協賛金等（機関名及び決定状況を明記）
	企業協賛金：
㈱▲▲物産（内定済／使途の指定なし）
300,000円
	
	会場費
	会場借料：0円(受入側現物供与）
	

	出演料・謝金等収入
	出演料：
1,250,000円
	出演料内訳：
＠250,000円
x 5公演

	団員・スタッフ謝金
	メンバー出演料：
1,250,000円
スタッフ人件費：
300,000円
	メンバー出演料内訳：＠50,000円
ｘ5公演ｘ5名
スタッフ人件費内訳：＠30,000円
ｘ5公演ｘ2名

	入場料収入
	0円
	
	広報宣伝費
	録画費：70,000円
その他の広報宣伝費：0円（受入側現物供与）
	

	プログラム、カタログ等収入
	0円
	
	その他
	0円
	

	その他の収入
	0円
	
	
	
	

	自己負担金
	210,000円
	
	
	
	

	合計
	3,410,000円
	
	合計
	3,410,000円
	


· 収入合計と支出合計は一致するように記入してください。
5.　申請者・申請団体の実績
(1)現在までの主な活動内容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
(2)海外での事業実績/海外から招へいを受けた実績
(例)
・平成10年　アジアツアー（タイ、マレーシア）　○○フェスティバルに参加。
　　　主催：○○　　　助成：国際交流基金
・平成13年　北米ツアー（ニューヨーク、シカゴ、ミネアポリス、バンクーバー）
　　　受入機関：○○　助成なし
(3)過去の国際交流基金助成実績
■　有　□　無
「有」の場合、その年度、事業概要、助成額
・平成10年9月アジアツアー（タイ、マレーシア）「○○舞踊団　タイ・マレーシア公演」
　　　人員航空賃の一部として、700,000円の助成を受ける。
6.　添付資料
(1)申請者・申請団体に関する情報
（団体の場合）
　■団体の定款、規約、会則、又はそれに準ずる資料
　■団体の事業内容・事業実績及び財政状況を記した書類（年報、パンフレット等での代替可）
（個人の場合）
　□略歴　（事業で主要な役割を担う人の略歴もあわせてご提出ください）
　□申請事業に関連するこれまでの実績
（申請団体代表者若しくは申請者が未成年である場合）
□法定代理人による「同意書」
(2)事業内容に関する情報
　■海外受入団体からの招へい状又は契約書（コピー可）
　■事業内容に関する映像又は音源資料（舞台公演、コンサートの場合は必須）3部（15分以内に編集してまとめてください）
　※提出はDVD又はCD（コピー可）とします。
　※審査で使用するため、一般のDVD、CDプレイヤーで再生できることを確認し、チャプターに分けた上で提出してください。
　※You Tube等動画投稿サイトのリンク提示を音源資料に代えることはできません。
　※事業内容（実際に行う演目や演奏）に関する映像又は音源資料をご提出ください。
　※審査のために、提出された映像・音源資料を国際交流基金で複製することがあります（審査以外の目的には使用しません）。
(3)国際交流基金に申請する費用項目の根拠となる書類
（国際人員移動費）
■正規旅行代理店、航空会社等の発行した、利用予定のエコノミークラス割引運賃の見積書（船賃、鉄道賃の場合はエコノミークラス相当運賃の見積書。その他交通手段（借り上げ車輌等）を希望する場合は、経路を明記した見積書）
（国際貨物輸送費）
■貨物の梱包リスト（梱包個数、外寸、重量、内容物の情報を含む）
■同リストに基づく貨物輸送費の見積書（正規運送会社、航空会社等の発行した、利用予定の国際輸送手段（航空機、船舶、鉄道、トラック等）の見積書）
(4)その他
　申請団体紹介資料、パンフレット、プログラム、紹介記事、評論等の補足資料がある場合には、併せて添付してください。
＊上記添付書類は必ず全てご提出ください。
*この書式は申請団体代表者若しくは申請者が未成年である場合にご提出ください。

同　意　書
年　　月　　日
独立行政法人国際交流基金御中
	法定代理人氏名　　　　　　　　　　　印又は署名

	続柄

	住所

	電話番号


　私は、
	氏　名

	生年月日　 　　　　　　　　　　　　　年齢

	住所


　が、次に掲げる一切の行為を行うことについて、法定代理人（他に共同親権者がいる場合は、私が共同親権者の代表者）として、同意します。
・下記１の団体の代表者に就任する（就任した）こと。
・同団体の代表者として、国際交流基金の下記２のプログラムに対し、下記３の事業のための助成金の交付を申請すること。
・助成金交付申請に対し、国際交流基金が助成金交付決定を行った場合には、同団体の代表者として、国際交流基金の助成金交付決定を受諾し、又は申請を取り下げること。
・国際交流基金の助成金交付決定を受諾した場合には、同団体の代表者として、助成金交付決定通知の内容及び助成金交付条件に従って誠実に事業を実施し、同決定通知及び助成金交付条件に定める義務を履行すること。
記
	１　団体名：

	２　プログラム名：2016（平成28）年度海外派遣助成

	３　助成金の交付を申請する事業の名称：

	




2016（平成28）年度用





申請要領「申請書作成上の注意」を参照の上、記入してください。





 ※日付         （年Yr.）      （月Mo.）     （日Day.）


   Date           平成27年  ／ 11月      ／　25日








○○舞踊団





○○ Dance Group





国際　太郎





国際　太郎





海外　花子





海外　花子





事業名は、基本的に次のいずれかとしてください。


団体若しくは個人名＋『作品名』＋事業を実施する国若しくは地域名


（例）国際太郎『○○』欧州公演


②　　団体若しくは個人名＋（ジャンル）＋事業を実施する国若しくは地域名


（例）邦楽集団▲▲　中国公演


　　　交流太郎（茶道）　東南アジアレクデモ








どのようなきっかけで事業を実施することになったか（海外から招へいを受けるに至った経緯や、海外ツアーを計画することになった経緯等）、具体的に記載してください。








事業を実施する目的や期待される効果・成果について説明。


また、国際芸術祭や大型文化行事に参加する場合は、その催しの名称と概要を記載してください。








申請書p.2の「事業内容」について、公演の構成、演目、ワークショップ・デモンストレーションの内容をより具体的に記載してください。








見積書添付(実際に支払う予定の金額を航路／陸路ごとに記入してください。)





見積書・貨物梱包リスト添付





申請中の場合には結果判明の時期、助成対象項目が決まっている場合には項目を明記してください。


※申請中で採否未定の場合は、その金額を収入額に含めないでください。





申請者が「団員リスト」（申請書p.2）と異なる場合には、申請者だけでなく実際に事業を行う「団員」メンバーの略歴・活動実績も提出してください。





申請者がこれまでに海外から招へいされた実績、又は海外で実施した事業の実績を記載してください。
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